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1. 研究の目的  

帯鋼補強土壁工法とは，盛土内に帯状鋼材を配置することで鉛直な勾配を有する盛土を構築する工法

である．過去の地震における被災調査の結果 1)から，補強土壁は適切に施工・管理されていれば高い耐

震性を有することが明らかとなっている．一方で，補強土壁の耐震設計においては，地震時低減係数を用

いて，壁面の作用力を低減している 2)のが現状である．これは地震時に帯鋼補強土壁に作用する荷重につ

いて明確になっていないためである．そこで宮﨑ら 3), 4)は，帯鋼補強土壁に関する動的遠心模型実験を実

施し，面圧センサーおよび補強材周囲に配置した土圧計により，帯鋼補強土壁に作用する動土圧の計測

を行った．本研究では宮﨑らの研究 3), 4)を詳しく分析し，地震時の帯鋼補強土壁の挙動を検討した．  

2. 宮﨑ら 3), 4)の研究 

図 1 に実物大換算した実験模型の寸法と計測器の配置を示す．面圧センサーに関する基本的な特

性を把握するため，帯鋼補強土壁の実験に加えて，底部を土槽に固定した重力式擁壁のケースにつ

いても実験を実施した．実験では，面圧センサー（Tekscan 社，Pressure Mapping Sensor 9550，図 2(a)）

を使用した．本実験では感度調節機能により最高感度で実験を行い，0 から 958 kPa を 255 段階の

デジタル値として出力される．土圧計の配置（図 2(b)）については，面圧センサーのセル位置と対

応させている．地震動は 2.5 m/s2 となるように，テーパー付き正弦波 (1.0 Hz, 20 波)を与えた．  
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図1　実験条件と計測器の配置
(a) 重力式擁壁 (b) 帯鋼補強土壁
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図2　実験で使用した面圧センサーと土圧計の配置

(a) 面圧センサー (b) 土圧計と面圧センサーセルの位置関係
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3. 得られた成果 

図 3 には，重力式擁壁のケースにおいて，面圧センサーで計測した擁壁背面に作用する動土圧の

時刻歴を示す．計測値は地震動の入力に関わらず大きなノイズが含まれていることが確認できる．

そこで，土圧計の時刻歴のフーリエスペクトルから，3.2 Hz 以上を高周波成分として取り除き，さ

らに，2.0 Hz のバンド幅で移動平均をとることとした．図 4 には，加振前後に擁壁背面に作用する

土圧の分布を示す．同図より，面圧センサーを用いて動土圧の計測を行うことは困難であったが，

計測値を適切に処理することにより，静的な土圧問題に適用できる可能性が高いことを確認した． 

図 5 は，帯鋼補強土壁のケースにおける土圧計の時刻歴を示す．ここでは，各土圧計について，

加振前の計測値を Pbe，加振中の計測値を Pde と称す．また，加振中の土圧の増減を議論するため，

各土圧計の Pdeと Pbeの比を用いて結果を示す．さらに，各土圧計の計測位置による位相の違いに着

目するため，EP3 の土圧計を基準として，EP1, EP2, EP4 の土圧計と比較する．図 5 より，すべての

土圧計において加振前後で計測値が振動しながら増加していることがわかる． t = 13.5 ~ 15.5 秒に

おいては EP3 と EP1, EP2 の計測値では位相のずれが確認できるが，逆に EP3 と EP4 では同位相で

あることがわかる．これは，4 つの土圧計のうち EP1, EP2 は補強材から遠い位置にあるが，EP3, EP4

は補強材から近い位置にあるためであり，補強材からの距離によって，地震時の動土圧の発生状況

が異なるためであると考えられる． 
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図3　面圧センサーの計測結果（重力式擁壁）

図4　加振前後の背面土圧分布（重力式擁壁） 図5　補強材周辺に配置された土圧計の時刻歴（帯鋼補強土壁）
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